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アセフェート（CAS no. 30560-19-1） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 
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○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
アセフェートの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、プロゲ

ステロン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)プロゲステロン作用 

 Ghodageri と Katti (2013)によって、アセフェート(SWAL、活性成分重量濃度 75w/w%) 1,000、

5,000、10,000、15,000、20,000μg/L(設定濃度)に 24 時間ばく露したヌマガエル科の一種(Euphlyctis 

cyanolyctis)の成熟卵胞への影響が検討されている。その結果として、5,000μg/L 以上のばく露

区で卵核胞崩壊(GVBD: germinal vesicle breakdown)率の高値が認められた。 
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